
理工学部 機械工学科
科目系統図

(2020年 4月 1日作成)

人材育成等に関する目的

機械工学科は、機械力学、材料力学、流体力学、熱力学の4力学を核とした正統的基礎教育を重点的に行うことにより、
機械技術に関わるあらゆる問題に対して、その本質を把握し、創造的に解決し得る人材を育成する。

カリキュラムポリシー（抜粋）

1．機械は人類の作り出す人工物全ての基礎となるものであり、機械工学者はその対象を狭く「機械」に限定することなく、いかに機械をよりよく利用して人
類の生活に貢献するかを常に考えるべきという機械工学科の基本理念に基づいて、機械工学の重要分野(「機械工学の4力学」、「設計工学／機械要素設
計／トライボロジー」、「生産工学／加工学」、「知能機械学／制御」、「機械材料学」)を網羅し、機械工学科で定める人材育成等に関する目的を実現する
ための学士の教育課程を編成する。
2．真に実力を身に付けた学生のみを卒業させる「実力主義」の伝統を堅持し、厳格な教育課程を実践する。
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機械力学に関する専門知識・技術を
修得し、機械工学分野へ展開・応用
する能力

材料力学に関する専門知識・技術を
修得し、機械工学分野へ展開・応用
する能力

熱力学に関する専門知識を修得し、
熱システムを構想・開発，また機械
工学分野へ展開・応用する能力

流体力学に関する専門知識を修得
し、流体システムを構想・開発，また
機械工学分野へ展開・応用する能力

設計工学，機械要素設計，トライポロ
ジーに関する専門知識・技術を修得
し、機械工学分野へ展開・応用する
能力

生産工学，加工学に関する専門知
識・技術を修得し、機械工学分野へ
展開・応用する能力

計測制御，自動制御．ロボット工学に
関する専門知識・技術を修得し、機
械工学分野へ展開・応用する能力

機械材料学に関する専門知識・技術
を修得し、機械工学分野へ展開・応
用する能力

修得した知識と訓練された思考力を
もとに、自然科学・科学技術の分野
のみならず社会における多様な情報
を論理的に分析し、問題の発見、さら
にはその解決に貢献しうる能力

図学および製図

計算機工学1コンピュータリテラシー

機械工学概論

計算機工学 2 計算機工学3

電気電子工学

機械計測学メカトロニクス及び演習

機械力学 1A

自動制御 1

熱力学1A 熱力学 1B

熱力学 1 演習

流体力学 1 A 流体力学 1 B

流体力学 1 演習

材料力学 1A 材料力学 1B

材料力学 1 演習

機械材料

機械設計 1 機械設計 2

機械工作法

工業基礎数学1

工場実習

自動車工学

自動制御演習 ロボット工学

機械力学 2

自動制御 2

微細加工学

熱力学演習熱力学 2

航空宇宙工学 伝熱工学

流体力学演習流体力学 2

応用流体力学

材料力学演習

材料力学 2

複合材料工学

材料力学 3

機械製図 2

工作機械

機械英語

野分 科目群で身に付ける能力 学士課程1年次

前期 後期

学士課程２年次

前期 後期

学士課程３年次

前期 後期

学士課程４年次

前期 後期

必修科目 選択必修科目 選択科目

機械製図 1A 機械製図 1B

機械工作実習1 機械工作実習2 機械工学実験1 機械工学実験2

卒業研究1 卒業研究2

数学 1 数学 2

微分積分学 1 微分積分学 2

微分積分学演習 1 微分積分学演習 2

一般力学1 一般力学 2

一般力学演習1 一般力学演習2

物理学B1 物理学B2

物理学実験 A 物理学実験 B

化学 1 化学 2

機械情報ネットワーク論

工業基礎数学2

トライボロジー

公開日『2020年4月1日』

機械力学 1 演習

機械力学 1B

機械工学特別講義
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